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廃食用油利用石鹸の消費性能一着用テストを中心として

　　　　郡山女子大学　○鈴木真由美　岩崎芳枝

旦的廃食用油利用石鹸（プリン石鹸）を調製し、市販の洗濯用石鹸、洗濯用合成洗剤を

加えて洗浄力試験及び綿メリヤス肌着の着用テストを行って三者を比較し、プリン石鹸の
消費性能の特性を総合的に明らかにする。

方法①試料：プリン石鹸、市販洗濯用石鹸、弱アルカリ性合成洗剤　②洗浄力試験：市
販ライオン法人工汚染布を用いて、洗剤濃度、洗浄温度、洗濯用水の硬度の洗浄力に及ぼ

す影響を検討する。③着用テスト：女子大生15名に綿肌着を２日着用させたのち、各洗剤
および水だけでの洗濯を行うことを20回繰り返し、肌着に残留しているよごれ量（たん白
質、脂肪など）、吸水性、通気性、黄化などを測定する。

枯墨①洗浄力：各洗剤のPHは10.5程度であった。プリン石鹸は純石鹸分が少なかったの

で、濃度を他の４倍量としたが、洗浄力は合成洗剤＞石鹸＞プリン石鹸の順であった。ま
た、高温ほど洗浄力が高かっだ。用水の硬度が高くなると石鹸、プリン石鹸は低濃度での

洗浄力が特に低かった。②着用テスト：着用・洗濯20回後の残留よごれ量は、有機質汚れ
　（メタノール、塩化メチレン抽出）は水のみで洗浄したものは繊維1 gあたり約60mg、洗

剤別では石鹸＞プリン石鹸＞合成洗剤の順で約40～45iiig/gであった。このうち、たん白質

はプリン石鹸が最も多く、約4!Ilg/gであった。また、石鹸、プリン石鹸ではオレイン酸が
多く認められた。これらの結果は、走査型電子顕微鏡観察でも明らかであった。また、水

およびプリン石鹸洗浄のものは黄化が激しく、後者では不快な臭気が感じられた。また、
これらのものは吸水性・通気性の低下が大きかった。

I Bp- 6 (Ｐ) 封舌者視点に基づく家庭廃棄物の分類
　　　　　　　　共立女大家政　Ｃ)近藤　恵、ﾉJ淋茂雄

目的）家庭廃棄物の減量化をすすめるにあたっては、廃棄物個々の特性を把握する必要が
ある。家庭廃棄物を構成する素材等の物的側面から分類している研究はあるが、生活者の
視点にたつものは見あたらない。本研究では、生活者の視点に基づく評価の結果から家庭
廃棄物を分類し、個々の廃棄物特t生について考察する。
方法）平成６年１０月から1 1月に、廃棄前、廃棄時の生活実感を示す１０の評価項目か
らなる尺度を用い、首都圏の中高年主婦を対象としたアンケート調査を実施し、33種類
の家庭廃棄物各々についての5 腿皆評価を行なった。調査にあたっては、大学生を通して
依頼をし、協力応諾の得られたものについて、留置法により回収した。調査票配布数は８
72件、 、２

によ
因子
を示す３つの

ん・家電製品・自転車、②廃油・電球・
器・プラスチックボトル・紙パック・が

ある。
１因子として「廃棄物
性」、第３因子として

服・セーター類・下着・靴・新聞・空き箱、⑤ゴム製品・化学ぞうきん・使い捨てカイロ
・食料品、⑥スーパーの袋・ＯＡ古紙・パンティストッキング・わりばし、⑦紙おむつ、
の７つのグループに分類されることなどが明らかになった。
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